
いつもありがとうございます。 

W８ ⻘果発注書をお送り致しました。 

御注⽂のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

・⿅児島県伊唐島産 ⾼橋さんの 新じゃが 

 



新しい仲間です。 

 本⼈は、種⼦島の出⾝だそうです。 

  伊唐島は、⻑島と獅⼦島の間に浮かぶ東の島です。 

 温暖な島で、元々⼟がいいところです。 

 そもそも、薩摩半島の海沿いは美味しいじゃがいもが出来る産地ですが、 

 とりわけ⻑島はじゃがいも産地として有名ですが、島の⼈に聞くと、 

 ⻑島の⼈は⾃分でじゃがいもを作っていても、伊唐島のじゃがいもをもらうと、そっちを⾷べて

⾃分のじゃがいもは⼈にあげるそうです。 

 めちゃめちゃ御機嫌な⾼橋さんですが、芋作りは未だ、味と収量を上げられるようになった

段階です。 

 美味しいのですが、⼟作り・栽培においては、まだまだ、アルファーのじゃがいも農家としては、 

⼟作りを積み重ねて、化成肥料や農薬散布を減らせるよう頑張る必要があります。 

 若いので、何とか応援していただければ先の楽しさがあります。 

 ⽟規格は⼤⽟傾向です。Ｍは少ないです。 

 

・茨城県産 農薬化学肥料不使⽤紅はるか ⼲し芋 



 確かに美味しいし、農薬も掛かっていないので気にせず、このままむしゃむしゃ⾷べられます。 

 もちろん、オーブントースターで炙るように焼けば、⾹ばしさがでます。 

 好きな⼈は好きで、美味しい果物が少ないときは、こういう加⼯品も良いのかもしれません。 

 量を積んで売り込んでいただければ、結果は出るのですが、いかがでしょうか。 

 

・にんじん２種 フルーツ夢にんじん 終了 

商売は売れるものを売る、が鉄則です。 

でも、売りたいと思うものもあります。 

また、売らなければならないものもあります。 

この３種類がバランス良く整えることが出来

れば、⾔う事はありません。 

⼀番厄介なのが、売らなければいけないも

のを、売るでしょうか。 



売れるものを売っていたのでは、いつかは売れなくなります。 

何故なら、売れるものは常に変わっていくからです。 

売らなければいけないものは、少なくともこの変わっていく先にあるものという事になります。 

その普段は売らなければいけない⼈参が、今から３⽉に掛けて売れるチャンスになっています。 

相場が上がってくるからです。 

 とは⾔え、弊社の契約産地も同様でフルーツ夢⼈参が終了してしまったように、 

他の⼈参もこれから先の畑はどのようになるか、不安ですか・・・・・。 

単純にひと品⽬、ひとアイテムであれば簡単ですが、これが重層的に進めなければ多岐に

わたる売れるものに対応できなくなり、 かなり厄介になっています。 

 この⻘果の業績が揃って不振になっている状態の時、聞いていると普段から売らなければ

いけないものをしっかり売っておられる企業さん、 

 店舗さんは、いずれも調⼦がいいことが改めて分かってきました。 

 ⻘果部⾨は集客する役⽬だとよく聞きます。 

 それ故、⻘果で利益を出す必要はないという企業さんがおられるほどです。 

 でも、落ち着いて考えると、それは価格で集客しているだけで、⻘果以外の部⾨の売らな

ければいけないものを、 買ってくれる集客につながるのかというと、⾸を傾げてしまいます。 

先⽇セミナーで今後の集客は、『 私 』 という個を理解してくれるお店になることだと聞き

ました。 



 私は、⻘果売り場に良質の『出

汁昆布』と『おつお節』を置いてく

ださいという提案しています。 

 ⽶国では既に脱化学調味料

が定着していますが、我が国でも

始まっています。 

 このため、⻘果売り場に出汁を引く素材がおいてあれば、 

化学調味料を避けておられる⽅⇒「個」を理解しようとしているお店と受け取ってもらえるか

らです。 

 今の時点で、この脱化学調味料・嫌化学調味料の⽅を集客することは、 

 他部⾨の売り上げアップに必要なことだと思います。 

 商品ＰＯＰに化学調味料不使⽤と書き込むより、効果があると思います。 

 

・⾼知県産 池⼀菜果園 いずまフルーツ＆⽢熟とまと 

 

私たち⼈間が、グ

ルタミン酸を美味しく



感じる能⼒は、たんぱく質にもっとも多く含まれるアミノ酸がグルタミン酸だそうです。 

表は少し古いデータですが、池洋⼀さんが分析に出した時のテータです。 

 左が五訂の成分表で、右が 100g 中のいずまとまとの成分量です。 

 バスタ料理にとまとソースが多いのも、トマ

トのゼリーの中に含まれるグルタミン酸の含

有量が多いことを、 

 地中海の⼈々も知っていたのだと思いま

す。 

 また、とまとケチャップ等、調味料に必ずとまとを⼊れるのも、同様の理由だと思います。 

 料理は、出汁がすべてだといっても過⾔ではないと思います。 

 野菜を美味しく⾷べるためには、出汁の素材が何であれ、天然素材から出汁を引くことが

とても重要で、 

 だからこそ、⻘果売り場に『出汁』をテーマに展開すると、その志向の⽅を確実に集客でき、 

 店全体に「⾷べることが好き」「⾷事の⼤切さを知る」⽅で溢れるような気がします。 

・和⽥農園 ⻑芋 2S 

約 30 本⼊っています。 

1 本売りで 198 円が可能な⼤きさです。 

⼭芋のようにねばっこい芋ではありません。 



もっと、爽やかな感覚で⾷べることが出来ます。 

でも、しっかり味があります。これは、お買い得だと思います。 

価格で売る商品、味で売る商品、それぞれで価値があると思います。 

 

・お詫び 

 ・ご存知のように、北陸地⽅は雪で交通が遮断されています。 

  福井県から送られてくる、『ほっこり⾦時』『⾥芋・⿇奈姫』の⼊荷がストップしています。 

  何卒、御容赦くださいませ。 

 ・沖縄産のそら⾖、今年も駄⽬でした。申し訳ございません。 

 

それでは、今週も御注⽂のほど、何卒宜しくお願い申し上げます。 

有限会社アルファー 

吉⽥清⼀郎 

 

 


